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図－2鰐塚山における2005年台風14号による降雨状況（気象庁観測データ）

の現象は大規模な斜面崩壊と地すべりに分けら

れる（図-1)．

台風14号による斜面崩壊は，大きなもので5

箇所程度認められた．その中で最大規模のもの

は，朝陣野西側斜面にあたる右支渓で発生して

いる（図-1のCollapseA).崩壊の最上部は標

高750m付近にまで達しており，長さ約1km

で'tin100～15(1m程度の規模であった（図-3).

崩壊した土砂は一気に土石流に移行したと考え

られ，崩壊の中部～下部の斜面では，深さ数10

mに達する侵食が起こっている．土石流は，本

流との合流点に存在する高さ数10mの尾根を乗

り越えており（図-4)，いこいの広場付近に多量

に堆積している（図-5)．この大規模な崩壊によ

る土砂量は約3．4×10''nr'と推定されている（谷

口ほか,2005).

また，別府田野川流域における中～小規模な

崩壊の代表例として，本流左支渓の崩壊（図－1

のCollapseB)を調査した（図-6).この崩壊

の最上部は，鰐塚山東斜面の標高860m付近に

達しており，長さ200～300m，幅100m程度の

2つの崩壊が認められた．崩壊深は10m以内と

考えられる．この崩壊は30．を越える斜面で発

生しているため，崩壊土砂は直ちに土石流化し

たのであろう．崩壊下部では，表面が新鮮に見

える岩盤が露出していることから，土石流によ

る侵食が起こったものと推定される．このよう

な中～小規模の崩壊は，その北側支渓のうっら

谷でも発生していた．さらに小規模な崩壊は渓

今回の災害が発生した鰐塚山山頂付近では気

象庁AMcDASによる雨量観測が実施されていた．

それによると，降雨の開始は9月3日の9時台

であり，その日はl～18mni/hrと少ない降雨量で

あった（日雨量34mm).9月4日に入って，降

雨はいくつかのピーク(最大時間雨量27mm;21

～22時）を示して増減を繰り返すようになった

（図-2)．9月5日からは降雨の強度がさらに増

して時間雨量9Ⅱ1m以上の状態となり.M21時

から6日11時頃までは時間雨量21mm以上の強

雨が継続し，最大時間雨量は46mm(6日7～8

時）であった．6日10時以降は降雨量が漸減す

るようになり，同日18時には降り止んだ．

台風14号に伴う降雨は強度の面からみると，

最大時間雨量が46n皿と極度に多いものではな

く，毎年出現する程度のものであった．そのこ

とを反映して，積算雨量も極端に上昇する部分

はなく，ほぼ同じ勾配で増加している（図-2)．

しかし，降雨そのものがおおよそ3日間にわた

って降り続くなど継続時間が長く，総雨量とし

て1.013mmに達する記録的なものであったとい

える．

住民からのヒヤリングによると，別府田野川で

崩壊・土石流が発生したのは，最大時間雨量を

記録した直後の9月6日8時半～9時頃とされ

ている（谷口ほか.2005).

4．斜面崩壊・地すべりの発生状況

鰐塚山の北東側に位置する別府田野川流域

では，大規模な土砂移動現象が発生したが，そ
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図－3右支渓における大規模な斜面崩壊，崩壊
土砂は土石流化して侵食も発生している．

図－4右支渓崩壊に伴う土石流の流下痕跡
（本流との合流点付近）

図一5いこいの広場付近の土石流堆種状況

流沿いで多数見られた．そうした小さな崩壊

の中には治山堰堤を倒壊させているものもあ

った（図-7)．

今回の台風に伴って発生した地すべりIさ

本流最上流部（右支渓）付近などで認められ

た（図-1のLands1ideA).標高600m付近に

は高さ約10～20mの明瞭な滑落崖が形成され

ていた（図-8)．地すべり土塊の大部分は斜面

に残存しており（図-9)，土塊内では多くの亀

裂が確認された（図-10).また，土塊の滑落≦

分断等により，斜面に存在していたスギ造林

木はさまざまな方向に傾倒しており，典型的

な地すべり地の様相を呈していた．この地す

べりにより，鰐塚山山頂へ通じる道路は寸|折

された（図-11)．
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図－6本流左支渓における斜面崩壊



図－7小規模な崩壊によって倒壊した治山堰痘

図－8本流最上流部に発生した地すべり地

図－9本流最上流部付近地すべり地の末端部

図－10地すべり地内における土塊の分断状況

図－11地すべりによって寸断された道路

図－12本流河道内に形成された天然ダム

図－13本流左支渓合流点付近の土砂移動
発生状況模式図

この地すべり土塊は，本流左支渓の崩壊

（図1のCoIIapseB)の合流点（標高440m)

付近を末端に残存している．この土塊は，本

流の河道を閉塞しており，高さ約20mの天然

ダム(landslidedam)を形成している（図-12).

本流左支渓からの土石流が，この天然ダムに

捕捉されていないことから，地すべりは本流

左支渓の崩壊後に発生したものと考えられる

（図-13)．
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くり地においては，滑動した土塊が変形・分

断されているものの,大部分は残存しており，

ほとんど土石流化していない状況であった．

地すべりが起こった斜面の傾斜は，崩壊発生

斜面とほとんど変わらないことから，地すべ

り土塊が流動化せずに残存している理由につ

いてはよくわからない．ただ，地すべり発生

地では局所的に地質が異なる可能性もあり，

その詳細に関してはさらに現地調査を行うな

どして，検討する必要がある．

今回土砂災害が発生した日南層群分布地

域（最近の研究では日向層群分布域とされて

いる）では，過去においても崩壊や地すべり

が多発していることが報告されている(木野，

1958)．そうした災害は，砂岩を主体とする地

域よりも，頁岩および砂岩頁岩細互層が卓越

する地域で顕著なようである．しかし，一見

強硬な岩盤である砂岩も複雑な構造運動によ

る擾乱を受けるなどで著しく破砕されて脆弱

化している場合がある．2005年9月に鰐塚山

周辺域で起こった崩壊や地すべりは積算雨量

で889mm,最大時間雨量46mmを記録した直

後に発生したと考えられている．積算雨量と

しては記録的なものであり，そうした大量の

雨水が砂岩や頁岩中に形成された亀裂等に浸

透･滞留して間隙水圧が大きく上昇した結果，

斜面で崩壊が発生し，多量の水を取り込んで

土石流化したと推察される．

7．おわりに

2005年9月の台風14号によっては，宮崎

県鰐塚山周辺域で10*m*オーダーの斜面崩

壊・地すべりおよび土石流が発生した．その

ような大規模な土砂移動現象であったにもか

かわらず，この地域では死者を出す惨事には

至らなかった．近年，わが国ではますます土

砂災害が多発する傾向にあり，そうした災害

を抑止・軽減するためには，土砂移動発生メ

カニズム解明に向けた地質学的および地形学

的な研究が必要であろう．
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